
天草高等学校生徒生活心得(校則)について 

 

１．意義や基本的な方針 

学校生活の決まり（校則など）は、生徒が学校での生活を送るにあたって、守るべき規範として働

くものです。また、生徒が、将来、規範意識を持って生活ができるように、何をすべきか、何をして

はならないのかという判断力を育てる意味もあります。 

そのような学校生活の決まり（校則など）を制定するにあたって、学校を取り巻く社会環境の変化

に対応するため、内容については絶えず見直す機会を設けております。また、その見直しに関して

は、生徒が主体的に決まり(校則など)について考える機会を設けたり、保護者の意見を反映させたり

するなど、学校、生徒、保護者・地域の三者による合意形成を行っていきます。 

 

 

２．見直しの行程について改定のプロセスについて 

 生徒 保護者 学校 

９月 生徒会による次年度 

校則に関する協議 

 次年度校則について 

生徒会との協議 

10月 生徒議会の招集 

(次年度校則の改定について) 

  

11月 アンケートの実施 アンケートの実施  

12月 生徒指導部との協議  生徒会との協議 

1 月   職員会議で協議 

2 月   次年度校則の決定 

ホームページへ掲載 

 


